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通期連結業績予想と実績との差異、個別業績の前期実績との差異及び 

剰余金の配当に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年 11 月 14 日に公表した 2025 年 12 月期の連結業績予想と実績との差異、及び個別業績

の前期実績との差異についてお知らせいたします。 

あわせて、当社は、本日開催の取締役会において、2025 年 12 月 31 日を基準日とする剰余金の配当を

行うことを決議しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期連結業績予想と実績との差異について 

（１）2025 年 12 月期 通期連結業績予想と実績との差異（2025 年１月１日～2025 年 12 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

3,770 

百万円 

230 

百万円 

230 

百万円 

150 

円 銭 

17.23 

今回実績（Ｂ） 3,817 291 298 208 23.74 

増減額（Ｂ－Ａ） 47 61 68 58 － 

増減率（ ％ ） 1.3% 26.6% 29.7% 38.8% － 

（ご参考）前期実績 
（2024 年 12 月期） 

2,692 224 224 137 15.77 

 

（２）差異の理由 

売上高につきましては、主力サービスであるエンゲージメントプラットフォーム「TUNAG（ツナグ）」

において、利用企業数及び平均 MRR が堅調に推移したことに加え、コミュニティエンゲージメント事業

「FANTS（ファンツ）」においても、運営コミュニティ件数及びストック収益が順調に伸長した結果、

前回発表予想を上回りました。利益面につきましては、売上高が計画を上回って推移したことに加え、

将来の成長に向けた採用活動や広告宣伝等の投資を継続しつつも投資対効果を重視したコストコントロ

ールに努めたことから、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益はいずれも前回発表予

想を上回る結果となりました。 

  



２．個別業績の前期実績との差異について 

（１）2025 年 12 月期 個別業績の前期実績との差異（2025 年１月１日～2025 年 12 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前期実績 a 

（2024 年 12 月期） 

百万円 

2,368 
百万円 

273 
百万円 

275 
百万円 

175 
円 銭 

20.17 

当期実績 b 

（2025 年 12 月期） 

 

3,358 

 

304 

 

312 

 

215 

 

24.52 

増減額 b-a 989 30 37 39 － 

増減率（％） 41.8 11.3 13.5 22.4 － 

 

（２）差異の理由 

主力事業である「TUNAG」において、展示会出展や Web マーケティングの強化、金融機関及びパートナ

ー企業との連携による販路拡大に注力いたしました。この結果、新規顧客の獲得が順調に進み、利用企

業数が大幅に増加するとともに平均 MRR も高水準を維持したことから、売上高は前期実績を大きく上回

りました。利益面につきましては、事業拡大に伴う人員増強や積極的なマーケティング投資による販売

費及び一般管理費の増加がありましたが、売上高が大幅に伸長したことにより、営業利益、経常利益、

当期純利益ともに前期実績を上回りました。 

 

３．剰余金の配当について 

（１）配当の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 
（2026 年１月 28 日公表） 

前期実績 
（2023 年 12 月期） 

基準日 2025 年 12 月 31 日 2025 年 12 月 31 日 2024 年 12 月 31 日 

１株当たり配当金 6.00 円 6.00 円 4.00 円 

配当金の総額 52,688 千円 － 34,979 千円 

効力発生日 2026 年３月９日 － 2025 年３月 10 日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

（２）理由 

当社は、株主に対する利益還元を経営の重要指標の１つとして位置付けており、将来の事業拡大と財

務体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、安定的・継続的な配当を実施していくことを基本

方針としております。その方針のもと、配当性向 30％を中長期的な目標として、利益還元を継続的に実

施できるよう努めております。 

当事業年度の配当につきましては、当事業年度の業績及び今後の経営環境、将来のための成長投資等

を総合的に判断し、１株当たり６円としました。 

なお、内部留保資金につきましては、今後の事業展開や経営環境の変化に対応するための、技術・採

用・広告宣伝・新規事業への投資等に有効活用していきたいと考えております。 

 

（ご参考）年間配当の内訳 

 
１株当たり配当金（円） 

基準日 第２四半期末 期末 合計 

2025 年 12 月期 － 6.00 円 6.00 円 

前期（2024 年 12 月期） － 4.00 円 4.00 円 

 

以 上 


